
工 事 名：阿武隈川上流岡部上流地区堤防整備工事
受 注 者：多田建設（株）
工事内容：堤防強化（①遮水矢板、②護岸ブロック）

◎防災・減災、国土強靱化のための緊急対策 ⇒ 『堤防強化』
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国土交通省 福島河川国道事務所

伏黒出張所管内の河川工事については、台風の影響を受けましたが、近隣住民の方々のご理解とご協力をいただき、無事大きな
事故もなく工事を実施することができました。一部工事の施工状況を紹介します。

今年度の河川工事の施工状況をお知らせします

■岡部地区の樹木伐採前後の写真（伐採箇所：黄色点線部分）

【伐採前】 R1.5.8撮影 【伐採後】 R1.12.4撮影

工 事 名：阿武隈川上流福島地区河道整正工事
受 注 者：（株）日新土建
工事内容：河道内の樹木伐採や堆積した土砂の撤去

ポイント
河川の水位を下げたり、
川の水を流れやすくする
ことを目的とした工事です

ポイント
専門家の指導の下、
鳥類の生息等に必要
な樹木は伐採せず

残しました
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◎防災・減災、国土強靱化のための緊急対策 ⇒ 『樹木伐採・河道掘削』

ポイント！
矢板の長さは10m
鎌田地区では

約160枚の矢板を
設置しました

矢板
長さ
10m

■鎌田地区の施工前後の写真

①遮水矢板施工状況
河川の水が堤防や宅地側に浸透するのを防ぐため
堤防法尻に遮水矢板を打ち込みます。

阿武隈川

堤防側

河川側

阿武隈川

②護岸ブロック施工状況
堤防を守るために法面にコンクリートブロックを設置。
景観に配慮しブロックの上に土を盛り、芝を張ります。

ポイント！
ブロック１つの
重さは約700kg
重機で１つ１つ
設置しました

【施工前】

阿武隈川

H31.4.10撮影

【施工後】

阿武隈川

R2.3.7撮影



★川や堤防の異常・変状などを発見されまし

たら、お手数ですがご連絡お願いします。

《お問い合わせ》

国土交通省 福島河川国道事務所

伏黒出張所
〒960－0502 伊達市箱崎字中32－１

TEL024(583)3233 FAX024(551)2337

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/

ご存じですか？橋脚の「水位表示」

徳江大橋（国見町）

阿武隈川

河川が増水した際に、住民の方の避難の目安となるように、
阿武隈川などに架かる橋梁には写真のような水位表示が
されてあるものがあります。

現在、伏黒管内では、写真の徳江大橋（阿武隈川）の他に
次の橋梁等に同様の水位表示があります。

【阿武隈川】
梁川大橋（伊達市梁川町）
昭和大橋（桑折町）
箱崎樋管（伊達市）
旧伊達橋（伊達市）

【広瀬川】
広瀬橋（伊達市梁川町）

【荒川】
八木田水位観測所（福島市）

※付近の住民の方や川の近くにいる方
が避難する際は、この水位表示を目
安として、市町村の避難情報をご確
認の上、行動をお願いいたします。

水位表示のある
橋梁付近には、
水位表示の解説
を記載した看板
が設置されてお
ります。

荒川でサケの稚魚放会
2/5、9年連続で「水質が最も良好な河川」に

選ばれた荒川で「ふるさとの川・荒川づくり協
議会」主催のサケ稚魚放流会が行われました。
20年以上毎年開いており、成長した姿で4年後に

戻ってくるように願
いを込めて、今年は
過去最多の約8千匹の
稚魚を放流しました。

工事現場の
安全パトロールを実施しました

①現場点検 ②検討会等

２／２６（水）、福島河川国道事務所の河川系出張所合同で、
工事現場の安全パトロールを行いました。
職員及び工事施工業者が集まり、工事現場を点検し、評価
すべき点、改善すべき点について検討会を行いました。

※工事の情報は随時お知らせいたします。

～来年度工事についてお知らせ～
昨年10月の令和元年東日本台風により阿武隈川など
の河川施設も多数被災しました。
来年度は被災箇所の復旧工事の他に、河川の水位を
低下させる対策として河道掘削や樹木伐採を引き続き
実施する予定となっております。
ご不便をおかけすることもあるかもしれませんが、
みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

目指せ！「工事事故ゼロ」


